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政
策
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

町
は
、
昨
年
４
月
に
「
菊
陽
町
町
民
参

画
・
協
働
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
は
、「
政
策
提
案
手
続
」
と

い
う
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
政
策
の
提
案
を
町
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
提
案
の
募
集
は

年
２
回
行
い
ま
す
。

　

町
は
、
提
出
さ
れ
た
提
案
が
有
効
な
政

策
な
ど
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
提
案
の
採

用
、
ま
た
は
不
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
採

用
す
る
と
決
定
し
た
場
合
は
政
策
な
ど
の

立
案
を
し
、
提
案
の
実
現
に
向
け
て
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
政
策
提
案
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を

生
か
し
た
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

９
月
１
日（
月
）〜
９
月
30
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
提
出
書
類

❶
政
策
提
案
書

❷
政
策
提
案
者
署
名
簿

❸
そ
の
他
、
提
案
に
関
係
す
る
資
料
な
ど

※

❶
❷
は
、
専
用
の
様
式
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
は
総
務
課
か
武
蔵
ヶ
丘

支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
提
出
方
法　

　

総
務
課
へ
持
参
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
注
意
事
項

○
提
出
す
る
場
合
は
、
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
総
務
課
総
務
法
制
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
提
案
は
、
原
則
、
町
の
総
合
計
画
に

沿
っ
た
内
容
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
政
策
提
案
者
署
名
簿
に
は
満
20
歳
以
上

の
町
民
50
人
以
上
の
署
名
が
必
要
で
す
。

※

町
民
と
は
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
町

内
に
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る
人
、
町

内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ
る
、
ま
た

は
町
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を
い
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を

町
の
政
策
に
生
か
し
ま
せ
ん
か

■日時　９月13日（土）
　　　　午後１時40分開会（開場：午後１時10分）
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容　
❶創作劇
出演　ふれあい劇団
演目　「お・し・だ・そう」
時間　午後１時55分～午後２時50分
❷講演会
演題　「橋はかかる～被差別部落に生まれ育って～」
講師　村崎　太郎さん
時間　午後３時～午後４時30分
❸その他　啓発グッズ（木製ストラップ）プレゼント
■費用　無料
■問い合わせ
　人権教育・啓発課
　☎（232）2113

人権のまち菊陽フェスタを
開催します

２学期から子どもの安全確保対策として、子どもた
ちの下校時に防災行政無線で地域の見守り活動の呼
び掛けを行います。放送の音量で迷惑を掛けるかと
思いますが、ご理解とご協力をお願いします。

防災行政無線で
子どもの見守り放送を行います

■放送日時　毎週月曜日～金曜日
　　　　　　午後３時30分
※春・夏・冬休み、祝日を除きます。
■放送内容
　「こちらは菊陽町役場です。子どもたちの下校時間に
合わせ、地域の皆さんの見守りと声掛けをお願いします」
■お願いする見守り活動
　子どもたちの下校時間帯に通学路の散歩や買い物に出
掛ける、自宅前の掃除や花に水をあげるために屋外に出
るなど、日常の生活の中で気軽に行えるもので、地域の
人々の目を子どもたちに向けてもらう活動です。
■問い合わせ
　学務課　学務係　☎（232）4918

多くの皆さんの参加をお待ちしています。

息を飲むほど美しいモハーの断崖

中世に建てられたバンラティ城

ギャリー・アーウィン　1982年アイ
ルランドマニスター村生まれ。両親と弟
３人、妹１人の７人家族。両親は牧場を
営み、牛や羊、競走馬など約100頭の動
物を育てている。リムリック大学で英語
と歴史を学び、昨年８月に卒業。大型店
舗で在庫管理マネージャーとして働いた
り博物館でツアーガイドをしたり英会話
を教えたりする活動も行っていた。

武蔵ヶ丘中学校の外国語指導助手として、８
月に新しくアイルランド出身のギャリー・
アーウィンさんが来日しました。

―外国青年事業に応募したきっかけ
を教えてください。
　ヨーロッパやアメリカ、アジアな
ど世界各国に行きましたが、日本は
まだ訪れたことがなく、日本の歴史
や文化にとても興味があったので応
募しました。これからたくさんの出
会いを楽しみにしています。
―菊陽町の印象を聞かせてください。
　菊陽町は自然がいっぱいでとても
きれいな町ですね。アイルランドよ
りとても暑いですが、皆さんとても
優しくて親切で住みやすいです。そ
のような町に住む生徒たちに早く英
語を教えたいです。それから学校給
食も楽しみです。
―日本語はどのくらい話せますか。
　今勉強中です。簡単なあいさつや
自己紹介は少しできるようになりま
した。もっと勉強して、皆さんとコ
ミュニケーションがとれるように頑
張ります。

―滞在中に行ってみたいところはあ
りますか。
　生まれ故郷のマニスター村には
800年前の修道院跡があり、学生時
代を過ごしたリムリック市には博物
館があることから、世界の歴史や遺
産に関心があります。菊陽町や熊本
市を歩き回って史跡巡りをしたいで
す。まずは、菊陽町の400年前から
続く農業遺産である鼻ぐり井手や熊
本城に行ってみたいですね。
―抱負を教えてください。
　私の最も好きな事はスポーツと歴
史です。その熱い気持ちを生徒たち
に伝えていきたいと思います。所属
していたアイルランドサッカー協会
では小学生にサッカーを指導してい
ました。英語だけでなくサッカーを
通して、たくさんの子どもたちや地
域の人と交流を深めたいですね。
―これから町のために頑張ってくだ
さい。

▲来日前にホームパーティをするギャリーの家族

ようこそ菊陽町へ
・

ようこそ菊陽町へ ギャリー・アーウィン

イギリス
　　 ↑
アイルランド


